
この広報紙では、生活支援コーディネーター（略してSC）が各地域で見聞きした「地域のみなさんが取り組んで
いる、身近な支え合いの活動」を紹介します。少しでも関心を持ってもらえたらうれしいです。
これからも、みなさんと一緒に支え合いの輪を広げていきたいと思います。
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皆さんの地域の取組み

を市社協地域福祉課まで

ぜひお知らせください！

廿日市地域のサロン・見守り活動など様々な福祉の取組みを伝え

る情報紙「つながＬｅｔｔｅｒ（レター）」は皆さんからいただいた赤い
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「安心」は「つながり」から ～避難行動要支援者名簿を通じたつながりづくり～

①きっかけ
民生委員や町内会長、サロン世話人等が集まる話し合い
場(地域福祉を学ぶ会)で、「避難行動要支援者名簿の
登録者が気になるけど把握ができない」という町内会長
の声をきっかけに、登録者の実態を把握するための活動
が始まりました。

③これからについて
今後は、避難行動要支援者の自宅を町内会長・自主防
災会・民生委員が一緒に訪問するなど、より一層のつな
がりづくりを実践されるそうです。

②取り組み内容
民生委員が、高齢者訪問事業に合わせて、避難行動要
支援者の自宅を訪問し状況を把握。自主防災会と一緒
にマップ上に落とし込み見える化しました。
さらに、町内会長とも共有し「緩やかな気にかけ合い」が
できる体制が生まれました。
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マップ作りを通じて、『まずは、気になる人や心
配な人と顔見知りなることが大切』という意識
が町内会長や自主防災会に浸透し、避難行動
要支援者名簿の取り組みに対する負担感が軽
減されました。

〈 SCの注目ポイント！〉

「地域で気軽に集える場があったらいいな」「新しくサロンを立ち
上げてみたいな」
そんな思いはあるけれど、最初の一歩がなかなか踏み出せない…

そんな方へ向けてサロン開設への一歩が分かりやすく学べる講座です。
実際に活動しているサロンの体験談もお届けします。
あなたの中にある背中を、そっと後押しできたら嬉しいです。「私

にもできるかも」そんな未来を、一緒に描いてみませんか。

お申し込みは
こちらから

地域活動デビュー講座のご案内地域活動デビュー講座のご案内

講 師 リエゾン地域福祉研究所代表丸山 法子 さん

日 時 8/31(月)１３：３０～１６：００

場 所 山崎本社みんなのあいプラザ 多目的ホール

申 込 社協地域福祉課（締 切 8/24(月)まで）

SCの酒井です。私たちは
皆さんの「地域のために！」
という思いを応援していき
ます。地域活動でやりたい
ことや困っていることがあ
れば、ご相談ください！



窓口一覧

社会福祉法人

廿日市市社会福祉協議会
Hatsukaichi Council of Social Welfare

〒738-8512 広島県廿日市市新宮一丁目13番1号
山崎本社みんなのあいプラザ（総合健康福祉センター）内

総務課
E-Mail soumu@hatsupy.jp

地域福祉課 地域支援係
E-Mail chiiki@hatsupy.jp

ボランティアセンター
E-Mail vc-h@hatsupy.jp

生活支援課 権利擁護係
E-Mail kakehashi@hatsupy.jp

訪問介護センター
E-Mail houmon@hatsupy.jp

成年後見利用促進センター
TEL (0829)20-5176
FAX (0829)20-1616
E-Mail kouken@hatsupy.jp

生活支援センター
TEL (0829)20-4080
FAX (0829)20-5412
E-Mail seikatsu@hatsupy.jp

ひきこもり支援ステーション
TEL (0829)30-0112
FAX (0829)20-5412
E-Mail hatsusute@hatsupy.jp

＝ そ の 他 の 相 談 ＝
相談受付 ９:００～１７:００

廿日市市成年後見利用促進センター

◇成年後見制度に関する相談

地域福祉課 生活支援課

◇福祉総合相談 ◇かけはしに関する相談

はつかいちボランティアセンター

◇ボランティア相談

はつかいち生活支援センター
◇経済的な困りごとの相談

ひきこもり支援ステーション「はつステ」

◇ひきこもりに関する相談

＝ 相 談 予 定 表 ＝

自分自身の心配ごとや地

域の中で気になる人の相

談は、まず社協へ

心 配 ご と 相 談 (１３：００～１６：００)

会 場 山崎本社みんなのあいプラザ

※職員対応の場合あり

日 程 毎週(水)、(金)

司 法 書 士 相 談 (１３：００～１６：００)

会 場 山崎本社みんなのあいプラザ

日 程 6月11日(木)、7月9日(木)

予 約 地域福祉課

認知症介護相談(１３：３０～１５：３０)

会 場 地御前市民センター

日 程 毎月第1(火)

不 登 校 相 談

(１１：00～１２：00、１３：00～１５：00)

会 場 山崎本社みんなのあいプラザ

日 程 6月23日(火)、7月28日(火)

予 約 地域福祉課

成年後見専門相談会(１３：00～１6：00)

会 場 山崎本社みんなのあいプラザ

日 程 7月22日(水)

予 約 廿日市市成年後見利用促進センター

※相談は無料です

※電話でも受付けます（認知症介護相談を除く）

※日程は変更されることがありますので、

事前にお問い合わせください

公式LINEアカウントはじめました！

廿日市市社協
公式Instagram

はつかいち
ボランティアセンター

公式ＬＩＮＥ

ボランティアの情報などを
お届けします♪

地域のみんなで育てる「じごぜんキッズクラブ」

①きっかけ
地御前では、子ども会の活動が
少なくなり、子ども向けの取り組
みも各団体が別々に行なってい
ました。そこで、もっと子どもたち
が参加しやすく、地域の団体同
士もつながれる場として「じごぜ
んキッズクラブ」が始まりました。

②取り組み内容
1回目の活動が4月18日に行わ
れ、この日は工具の使い方を知
る活動として、「じごぜんキッズ
クラブ」の拠点になる会館(旧青
年会館)のトイレのカギを、地域
の人と子どもたちが一緒に修繕
しました。活動のあとには「きず
な食堂(地域食堂)」で食事をし、
世代を超えて交流する時間にも
なっていました。

③これからについて
今後も会館の改修を続けながら、子どもたちと地域の人が一緒
に関われる活動にしていく予定です。こうした取り組みが、「子ど
もの体験の場づくり」と「地域とのつながり」の両方を担っていく
と期待されます。

地御前

子どもたちが地域の大人と一緒
に作業しながら学べる、よい機
会になっていました。また、「じご
ぜんキッズクラブ」だけでなく、
きずな食堂などの地域活動団体
同士が自然につながっているこ
とも印象的でした。

〈 SCの注目ポイント！〉

(0829)20-0294
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